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金沢歌劇座の建替検討について 

 

１ 経 緯 

   令和元年度 「金沢歌劇座あり方検討懇話会」を設置し、本市における芸術文化ホールのあるべき姿について取りまとめ 

令和２年度 整備区域等に係る課題について技術的な検討を実施 

      【まとめ(課題)】（１）舞台上部の高さを抑えるための工夫や高深度の掘削など施工面 

（２）建物周囲や眺望点等からの見え方をはじめとする景観面 

（３）整備期間中の休館対応や、現敷地以外での建設の可能性   など 

   今年度は、技術的見地から上記の諸課題についてさらなる検討を実施 

 

２ 検討結果 

（１）舞台上部の高さを抑えるための工夫や高深度掘削など施工面 

  ・舞台幕や舞台照明等の吊り方など舞台上部の工夫で高さを抑えられるのは２ｍ程度まで 

   ・建物全てを 18ｍ以下とする高深度掘削（地下 25～30ｍ程度）は、周囲への影響が大きく、膨大な費用が必要 

⇒ 技術的に高さを抑えることは困難 

 

（２）建物周囲や眺望点等からの見え方をはじめとする景観面 

  ・眺望点や周辺からの見え方について、合成写真及び３Ｄモデル等により検証 

    ⇒ 現況（約 21ｍ）以上の建物高さでは、以下の見え方から、景観上の阻害要因となりうる。 
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①眺望点（金沢城公園辰巳櫓跡）からの見え方【南西方向の眺望イメージ】 

現 況（最高高さ約 21ｍ） 建替えイメージ（最高高さ約 30ｍ） 

  

⇒ 街並みからの突出が大きいとともに、南西を望む際に寺町台地の緑や輪郭への見通しを阻害するおそれが高く、 

眺望景観形成基準を満たせなくなる可能性がある。 

 

②周辺からの見え方【敷地北西側からの見え方イメージ】 

現 況（最高高さ約 21ｍ） 建替えイメージ（最高高さ約 30ｍ） 

  

⇒ 特に敷地北側及び西側において、突出部分による圧迫感や威圧感が周囲に生じる。 

・寺町台地の緑や輪郭への 

見通しを阻害するおそれ 

・周囲への圧迫感・威圧感 

※イメージ 

※イメージ 

・街並みからの突出 
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※有識者への意見聴取 

・景観面での検討結果に対し、有識者への意見聴取を実施した。 

    【主な意見】 

    ・金沢市においては、建物高さは景観上のまちづくりにおける重要な要素となっている。高さ規制（18ｍ）を超える場合、 

それが公益施設であっても、直ちに許可による特例を認める理由にはならないのではないか。 

・現在の金沢歌劇座が立地する場所は、景観上、市内で最も重要な場所の一つであり、ここで高さ規制を超えることは、 

市としてのこれまでの景観行政の在り方も問われることになるため、市民の理解は得られ難いと思われる。 

     ・建物の最高高さが約 30ｍとなった場合、街並みからの突出が大きくなり、南西を望む際に寺町台地の緑や輪郭への見通しを 

阻害するおそれが高く、眺望景観形成基準を満たせなくなるのではないか。 

・ホール施設という特性上、一般的に舞台周りやバックヤード等が配置される建物側面や背面の大部分は、窓等がない 

無機質で閉鎖的な外観となることが想定されることから、仮に現敷地で 30ｍ程度の高さとなった場合、 

意匠面で配慮したとしても、周辺への圧迫感や威圧感は避けられない。 

 

（３）現敷地以外での建設の可能性 

   ・日本銀行金沢支店用地を候補地の一つとした場合 

⇒ ・高さ規制が 45ｍであることから、機能強化に必要な舞台上部の高さ（約 35ｍ）の確保は可能。 

・敷地が狭い（日銀金沢支店用地 約 4,700 ㎡、現敷地 約 9,300 ㎡）ことから、現金沢歌劇座と同程度の客席数を確保する 

ことは困難。 

・周囲の道路環境から、機材搬出入車両の動線確保や利便性に課題がある。 

 

３ まとめ（課題） 

    現敷地と別敷地のいずれにおいても、令和元年度に取りまとめられた、あるべき姿の機能や規模を充足することは困難であり、

このことから、各々の敷地における規制や面積等の条件のもと、実現可能な施設の機能や規模等を整理した上で、建替えに関する

議論を深めていくことが必要である。 


